
公表日：令和６年２月１３日 事業所名：ぴすかぴすか

※80％以上：達成、79％～60％：ほぼ達成、60％未満：未達成　　わからない、未回答は母数に入れず。

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1 1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

活動に応じてこども同士が快適に過ごせる
様に室内スペースの使い方を工夫していま
す。

普段の様子を見学したことが無いので「わか
らない」との意見を頂きました。
アンケート結果としては、ほぼ目標達成との
評価をいただいています。
(100%・23/23、79.3%・23/29)

2 2 職員の配置数や専門性は適切であるか

放課後等デイサービスはお子様５人に対し
て職員１人の配置ですが、当事業所では定
員１０名に対して毎日職員を６～７名配置し
ております。専門性に関しましては作業療法
士２名。保育士資格を有する者が４名おりま
す。その他、教員免許・精神保健福祉士の
資格を有する者もおります。

利用時の職員数の確認を行っていないので
判断が出来ないとの意見をいただきました。
アンケート結果としては、目標達成との評価
をいただいています。
(100%・23/23、79.3%・23/29)

3 3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

1階スペースを利用しており、玄関以外はほ
ぼフラットになっています。また、情報伝達に
関しましては送迎者の中で写真や絵を使用
したプリントを準備し、本日のプラグラムに関
して見通しが立てれるように工夫していま
す。

実際の支援の様子を見ていないため。評価
が難しいとの意見をいただきました。アン
ケート結果としては、ほぼ達成との評価をい
ただいています。
(100％・22/22、75.9％・22/29)

4 4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

開所後３年。経年で傷んでいる箇所はありま
すが清掃チェック表を活用し毎日清掃を行っ
ております。ＵＶＣ殺菌用ライトによる送迎車
や療育室の滅菌も実施しています。色つき
の敷物や、色テープでゾーニングし利用者
個々に合わせた伝達に配慮しています。

実際の支援の様子を見ていないため。評価
が難しいとの意見をいただきました。アン
ケート結果としては、目標達成との評価をい
ただいています。
(100％・28/28、96.6％・28/29)

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

月に複数回実施される定例会や支援会議を
通じて、日々の業務やプログラム、支援に関
する事を随時話し合い、取りまとめていま
す。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

第三者を介した客観的な視点からの評価受
けは実施していませんが、随時行政であっ
たり、リタリコに確認して業務に邁進しており
ます。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

オンラインを中心に、職員全体で受講するも
の、個々に受講するものと分けて受講してお
ります。
少なくとも月に一度は必ず研修を実施する
か、受講しています。
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業務や支援に関し、職員間で認識が統一できる
ように会議を随時実施しています。その中で、目
標設定を実施したり、実施事項の振り返り、個別
目標の修正などもしています。また、施設運営に
関与していると実感できるように随時話し合いをし
ています。
第三者評価ではありませんが、リタリコなどを活
用し、随時あり方を確認したり、行政など関係所
掌へ確認しながら業務を進めています。
療育の質を高めたり、あり方を考えるためにも随
時研修には参加していきます。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

保護者の評価欄の(数字)の説明：達成率、はい/母数、信ぴょう性、わからない未回答を除いた数/総数

保護者調査
項目 区分
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利用人数の増加に伴い、利用スペースが足りな
いと感じる事もありますが、安全や動線を考え、
過ごすスペースの確保に努めてまいります。
また、利用児に対し、1対２以上の配置で対応して
おり、安全に配慮しながら、こどもの目線で丁寧
に子どもに関わることができる様に体制を整えて
まいります。
身体的なバリアフリーに関しては、問題なく達成し
ています。心のバリアフリーという点では、個別に
配慮した提示や対応をしていますが、さらにこども
に合わせた環境を整える事が出来る様、更なる
改善をしていきます。
清潔に関しては、換気・消毒・滅菌を徹底して実
施しており、引き続き感染症対策に努めるととも
に、活動に合わせた環境設定をしていきます。



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容
保護者調査
項目 区分

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

ご家族及び関係機関からの情報も職員間で
確認し計画を立案しています。また計画書と
は別に特性やご本人の困りごとを抽出する
会議も行い計画書に反映させております。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

個別支援計画を作成するにあたり、集団面
と個人の課題を整理しております。活動も個
人の状況に応じて設定しています。集団時も
適宜個別の活動を取り入れる機会を設けて
います。

2 3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

各領域を意識しつつ個別に項目を設定して
おります。ご本人の特性を踏まえた上で課題
と向き合ったり練習出来るよう、具体的な支
援内容を記載しています。

3 4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

個別支援会議にて、ご家族・地域を含めた
支援内容について共有し、日々の話し合い
の中で、細部の状況を共有しています。ま
た、活動ごとに関与の度合いが異なるため、
都度、確認して支援しています。

アンケート結果としては、目標達成との評価
をいただいています。
(100％・29/29、100％・29/29)

5 チーム全体での活動プログラムの立案

時宜に応じた活動内容を選択するとともにご
家族やこどもの意見を取り入れながら、随時
必要な支援を職員全体で共有しながら立案
しています。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

平日は、学校帰りである事から余暇も含めた
プログラムを実施し、遊びの中で関わりが増
える様にしています。休日は、テーマを設定
して、個別・小集団など普段出来ない事に挑
戦したり、個人の状況を鑑みて個別支援を
行っています。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

毎月、複数回、担当ばかりでなく、職員会議
にてプログラム内容の立案や精査を実施し
ています。当事業所の特徴であるドローンを
含め、創作活動や茶道など様々な取組をね
らいを変えて実施しています。

8
支援開始前における職員間でその日の支援
内容や役割分担についての確認の徹底

週案にて前週に人員配置の確認を管理職で
実施した後、月曜日に1週間の流れを職員
間で共有。毎朝、その日の支援について朝
礼にて職員と確認し、昼礼にて、バイトを含
め支援前に最終確認をしています。

9
支援終了後における職員間でその日行われ
た支援の振り返りと気付いた点などの情報
の共有化

支援終了し記録を終えた後、支援及びそれ
以外の事を終礼にて確認。その日の支援を
振り返り、支援の課題や方針などを共有し、
今後の支援に活かしています。

適
切
な
支

記録・ミーティングは毎日実施し、こどもやご家族
の情報共有に努めています。支援の振り返りをし

4
アンケート結果としては、目標達成との評価
をいただいています。
(100％・27/27、93.1％・27/29)
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1
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アンケート結果としては、目標達成との評価
をいただいています。
(100％・29/29、100％・29/29)
(100％・29/29、100％・29/29)

日頃からのご家族やこどもとの関わりを大切にし
ながら、個別支援計画に基づき、支援を提供して
います。特に利用開始時には、ご家族との面談で
得られた情報とこどもと実際に関わった時の様子
を合わせて個別支援計画を作成しています。
計画にも反映していますが、得意の種に水を上げ
ようというコンセプトの下、肯定的に関わり、良い
ところを伸ばす事で、苦手な部分も克服していけ
るように支援しています。慣れるところから徐々に
参加できる部分を増やし、個別活動・集団活動を
通じてこども同士関わる機会を設けています。
また、平日ではじっくり関与しにくいところを土曜
日の個別にて生活の部分であったり、コミュニ
ケーションについて取り組んだり、小集団で共同
で何かをするという事に取り組む事で平日の支援
等の資になるようにしています。
また、本事業所の強みであるドローンの操作を通
じて興味を引き出し、状況によりプログラミングの
足掛かりとなる部分に取り組むなど特色のある支
援も実施しています。
活動プログラムについては、担当が素案を作成
し、会議に諮る中で職員全体の意見を吸い上げ、
大まかな実施事項を決めています。この際、こど
もの成長・発達に合わせた支援となるように工夫
し、提供できるように細部を考えています。また、
ご家族やこどもの意見を時折伺いながら反映でき
る様にしています。



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容
保護者調査
項目 区分

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

集団は、連絡帳を兼ねて日報に添付する書
類にプログラムとその他の活動に分けて様
子を記述。個別は、課目ごとに記載していま
す。普段の会議や職員会議、支援会議など
で情報を共有しています。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画の
見直し

法令に基づき定期的に面談・会議・支援の
見直し・計画の立案・修正を実施していま
す。状況により、6か月未満でも面談・会議を
して支援の見直しをしています。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者に
よる障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議への参画

児童発達支援管理責任者かこどもの状況が
一番よくわかる者が会議には参加する様に
しています。相談支援専門員とは必要に応じ
て随時連絡し、連携できるように心がけてい
ます。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

現状、ご利用はありません。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

現状、ご利用はありません。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

相談支援の事業所からの情報提供と状況に
より必要であれば、児童発達支援の事業所
と調整して連携しています。しかし、移行支
援としては、実施していません。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供、

現状、そのような事例はありません。
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の情報共有に努めています。支援の振り返りをし
て次につながるよう、引き続き全体で情報共有を
行いながら、子どもたちの最新の情報をもとに支
援を提供していきます。
定期的なモニタリングについては、面談などを通
じて行う他、送迎や電話・メールなどを含めた
日々の関わりの中で行い、個別支援計画に反映
させています。

関
係
機
関
と
の
連
携

現状、ご家族を通じて園や学校、児童発達支援
の事業所でのこどもの様子を伺っています。
支援の方向性を合わせ、こどもに合ったより良い
支援をしていくため、会議には必要な専門性を
持った職員が参加しています。
　移行支援については、園から学校などの情報共
有はしています。卒業時の情報提供などは、今ま
では対象が居なかったものの、今後は年齢が上
がり、移行の対象が増えてくることも予想されるた
め、対応出来る様に準備していきます。
医療ケア児や重症心身障害児に関しては、当施
設では受け入れる能力としての職員であったり施
設の整備は出来ておりません。



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容
保護者調査
項目 区分

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

児童発達支援センターの相談員を通じた支
援の継続という意味での連携はしています
が、専門的な見地に立った療育の相談とい
う点では実施していません。研修について
は、随時受講しています。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

1 1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

契約時・送迎時など随時必要事項をお伝え
しています。また、請求書、通所給付費明細
書を毎月お渡ししています。質問事項があれ
ば都度説明させてています。

アンケート結果としては、目標達成との評価
をいただいています。
(100％・28/28、96.6％・28/29)

2 2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

法令に基づいた時期に面談をするとともに、
初回では捉えきれない部分を補足するため
にも、状況に応じて時期を短縮して面談して
います。

アンケート結果としては、目標達成との評価
をいただいています。
(100％・29/29、100％・29/29)

3 3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

現在「親の会」発足準備として不定期ではあ
りますが「ぴすかカフェ」を開催しております。
会員になりたいとの声もあがっております。
今後は定期的に開催できるように立案して
参ります。

「ぴすかカフェ」に未だ参加したことが無いた
めわからないというご意見。モニタリング等
の面談時に子どもへの接し方や対応につい
てアドバイスを貰ったとのご意見をいただい
ております。
アンケート結果としては、ほぼ達成との評価
をいただいています。
(96.3％・14/15、48.2％・14/29)

4 4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

送迎やメール・電話など複数の手段で情報
を共有しています。必要に応じ、膝をつき合
わせた話も随時実施しています。

アンケート結果としては、目標達成との評価
をいただいています。
(93.3％・26/27、89.7％・26/29)

5 5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

ご家族からのご相談に対しては、随時承り、
まずは共感してから、対応可能な範囲でご
回答させて頂いたり、適宜相談できる場所を
お伝えしています。

LINEでいつでも相談できる状況にあるので
満足しているとのご意見をいただいておりま
す。アンケート結果としては、目標達成との
評価をいただいています。
(100％・24/24、82.8％・24/29)
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契約時には、契約書、重要事項説明書、利用者
負担その他情報保全などについて説明していま
す。また、報酬改定時にも随時説明しています。
個別支援計画は直接面談して説明したり、書面を
交付してご確認頂きながら同意を得て支援をして
います。
送迎時や電話・メールなどを通じた日頃からのや
りとりを通じて、こどもについての共通理解を図
り、支援に活かしています。
今年はぴすかカフェを２回開催していますが、不
定期開催ではありますので、定期的に開催できる
ようにしてまいります。

5

デイへの通所を公にしなかったり、告知をし
ていない等「しょうがい」を公表したくない利
用児・ご家族が中心でニーズが無く、外部と
一緒にする行事は実施していません。
地域に施設を知って頂くところまでは至って
いませんが、近隣とのトラブルが発生しない
様、折を見て日頃から関わる機会を持てるよ
うにしています。

アンケート結果では、目標未達成となってい
ます。学校で通常の活動をしており、それが
疲れとなることも多い為、デイサービスでは
安心して楽しく過ごしてもらいたいので必要
がないとの意見をいただいております。ま
た、利用開始間もないこともあり「わからな
い」との意見もいただきました。
(37.5％・3/8、10.3％・3/29)

関
係
機
関
と
の
連
携

(

続
き

)

療育を主観的に実施せず、客観的な視点で実施
するための配慮としては、、他事業所を含む関係
機関と連携して様子や対応などを必要に応じて共
有しています。
職員の専門的な知識の習得という観点では、行
政やリタリコ・市専門分野の職員からの自社研修
など様々な方法で研修に参加しています。
定型発達のこどもとの交流や地域との交流という
観点では、外部の講師（茶道・工作・手芸・サッ
カー）と交流がありましたが、「しょうがい」をオー
プンにしていない方が殆どで、アンケート結果で
は、わからないが多い(16/29)ので実施していま
せん。近隣には、折を見て関わる事で日頃の関
係を築いていきます。

適
切
な
支
援
の
提
供



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容
保護者調査
項目 区分

6 6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

現在「親の会」の発足に向けて、徐々に準備
を進めております。「わからない」という回答
も多く、利用開始したばかりの方にも参加い
ただけるよう定期開催を目標にして参りま
す。

アンケート結果としては、目標達成との評価
をいただいています。
(93.3％・14/15、48.2％・14/29)



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容
保護者調査
項目 区分

7 7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

苦情の窓口に関しては、契約時にお伝えす
るとともに、日頃から送迎時やメール・電話
などにて相談できる体制を心掛けています。

アンケート結果としては、目標達成との評価
をいただいています。
(100％・16/16、55.1％・16/29)

8 8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

個別に対応させて頂くとともに、全員に分か
りやすい表示や様々なツールを用いて疎通
が図れるよう配慮しています。

アンケート結果としては、目標達成との評価
をいただいています。
(100％・26/26、89.7％・26/29)

9 9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ども
や保護者への発信

ブログにて活動をお知らせするとともに、活
動の予定や参加については毎月、文書と
ホームページ等を通じて承っています。

アンケート結果としては、目標達成との評価
をいただいています。
(100％・27/27、93.1％・27/29)

10 10 個人情報の取扱いに対する十分な対応
個人情報に関しては、利用児ご家族ばかり
でなく、職員についても法令に基づいて対応
しています。

アンケート結果としては、目標達成との評価
をいただいています。
(100％・26/26、89.7％・26/29)

1 1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

感染症や非常事態のマニュアルについては
作成し、ご家族には、書面にて配布済みで
す。また、都度対応の際には確認していま
す。職員には訓練などを通じて伝えていま
す。

アンケート結果としては、目標達成との評価
をいただいています。
(96.2％・25/26、86.2％・25/29)

2 2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

法令に基づき、火災や地震、水害などを想
定した訓練を定期的に実施しています。実働
と想定問答を交えて実施しています。

アンケート結果としては、目標達成との評価
を頂いています。
(95％・19/20、65.6％・19/29)

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

今年度は、行政などが実施する研修に代表
者が参加し、それを他職員に伝える形で研
修を受講しました。研修報告を作成し、それ
をもとに職員全員で総括し、支援に関する方
向性をすり合わせました。

.

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明・了解を得た上での児童発達支援
計画又は放課後等デイサービス計画への記
載

現状、身体拘束は実施していません。しか
し、重要な事項については、ご家族に説明・
同意を得てから、施設内で組織的に決定し
ていきます。

非
常
時
の
対
応

非
常
時
等
の
対
応

危機管理については、ご家族からこどもの情報を
得るとともに研修やマニュアルに基づいた計画及
び想定訓練などで実態に即した準備をしていま
す。
ご家族からは、訓練の実施については、わからな
い(8/24)という意見を頂きました。今後は、実施し
ている事について、ご家族にもお伝え出来るよう
にしていきます。
虐待については、研修を受講し、支援のあり方に
ついて検証しています。
身体拘束は現在実施していません。人権事案に
該当するような重要な判断は、重要事項説明書
や個別支援計画を通じた組織的な決定をもって
実施していきます。

職
員
調
査

保
護
者
へ
の
説
明
等

(

続
き

)

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
・
連
携
支
援
（

続
き
）

ブログやホームページ及び実施記録を通じて
日々の出来事や行事についてはお伝えしていま
す。しかし、今回の事業所評価のご意見で伝わり
にくい事もあるのが判明したため、より伝わりやす
いようにしていきます。
また、苦情対応については、わからない（11/29）
とのご意見を頂いています。ご家族からのご相談
には、出来る限り迅速に丁寧に対応出来る様に
心がけてまいります。
個人情報の取扱いについては、利用児やご家族
ばかりでなく、職員分についても適切に管理する
様にしていきます。



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容
保護者調査
項目 区分

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

契約時にアレルギーについてアセスメント用
紙に記入いただき、おやつに関する事項は
把握し、クッキングをする時には都度確認さ
せて頂いています。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

日々のミーティングや会議において、起こっ
た事は共有しています。再発防止のため、対
応策を考えていきます。書面にて保管してい
ますが、事例集の作成には至っていません。

1 1 子どもは通所を楽しみにしているか

得意の種を見つけ、それに水を上げようとい
う事で、こどもの持つ良い部分を伸ばす事を
意識して、肯定的な関わりをベースに支援し
て来ました。

アンケート結果としては、目標達成との評価
を頂いています。
(96.4％・27/28、93.1％・27/29)

2 2 事業所の支援に満足しているか

当事業所の強みであるドローンを筆頭に体
験型の放課後等デイサービスとして、自分で
は選ばないであろう事にも挑戦していけるよ
うな活動を考えて運営しています。

アンケート結果としては、目標達成との評価
を頂いています。
(100％・28/28、96.6％・28/29)

満
足
度

満
足
度

通所をとても楽しみにしているとのご意見を頂き
ました。個別に興味関心のあるコンテンツやキャ
ラクターを聞き出し、各々のお子さんが取り組み
やすい形で色々な体験をしてもらえるように、指
導員同士でも常に話し合ってプログラムを決めて
おります。引き続き、子どもやご家族に信頼頂け
るよう、支援に邁進するとともに、支援内容をより
詳しくお伝えできるようにしていきます。

査
項
目

非
常
時
等
の
対
応
（

続
き
）

アレルギーに関しては、契約時にアセスメント用
紙にご記入いただき、食に係る活動の際には、ご
家族やこどもと相談しています。
事故報告やヒヤリハットに関して、日頃のミーティ
ングを通じて、職員間で共有しています。今後も
しっかりと書面に残していきます。


